
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、

様
々
な
行
事
を
実
施
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
、会
員
の
皆
様
に
足
老
連
会
報
の
愛
称
を
募
集
し
、足
老
連
役
員
会
で
の
採
決
の
結
果
、

応
募
作
品
32
作
品
の
中
か
ら
、梁
田
地
区　

山
田
昭
子
さ
ん
の「
お
り
ひ
め
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、

様
々
な
行
事
を
実
施
で
き
ま
し
た
。

（
愛
称「
お
り
ひ
め
」に
つ
い
て
）
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私
は
、平
成
24
年
３
月
、75
歳

の
と
き
に
大
沼
田
町
西
根
白
寿

会
会
長
と
な
り
、こ
れ
以
降
10

年
以
上
に
わ
た
り
、老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
に
携
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。そ
し
て
平
成
30
年
４

月
、81
歳
の
と
き
に
足
利
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に
就
任

し
、現
在
５
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。こ
の
５
年
間
、

会
長
職
を
な
ん
と
か
務
め
ら
れ

た
の
は
、ひ
と
え
に
会
員
の
皆

様
の
お
か
げ
だ
と
痛
感
し
て
い

ま
す
。こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
が
会
長
に
就
任
し
て
か
ら

は
、元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に

変
わ
っ
た
こ
と
や
、台
風
19
号

に
よ
り
私
の
住
ん
で
い
る
毛
野

地
区
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た

こ
と
、そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

こ
と
が
起
こ
り
、ま
さ
に
激
動

の
５
年
間
で
し
た
。特
に
後
半

の
３
年
間
は
ま
さ
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
で
、こ
の

未
知
な
る
敵
に
私
た
ち
は
大
い

に
悩
ま
さ
れ
、老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
も
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。令
和
５
年
は
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
い
て
く
る
と

は
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
前
の
生

活
に
完
全
に
戻
す
こ
と
は
難
し

く
、こ
れ
か
ら
も
こ
の
新
型
コ
ロ

ナ
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
け
る
よ

う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
新
た

に
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
現
在
86
歳
で
す
が
、老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
通

じ
て
多
く
の
人
た
ち
か
ら
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。体
が
元
気

な
う
ち
は
、会
員
の
皆
様
の
力

に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ

足
利
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
戸
叶
　
道
孝

伊勢四クラブ（千歳）
ひまわりクラブ（山辺）
彦谷老人クラブ高松会（葉鹿）

老人クラブ育成功労者

優良老人クラブ

岡本　　茂（西校）　　　原田千代子（柳原）
長谷川フサ江（東校）　　新井アキ子（毛野）
今泉　倆一（山辺）　　　星野　伸行（三重）
常見泰一郎（山前）　　　渡邊　　進（北郷）
廣瀬　寛治（名草）　　　川崎　信光（富田）　　　　
新島　和雄（矢場川）　　築比地勝義（筑波）　　　
近藤誠二郎（三和）　　　神倉　　稔（葉鹿）　　　　　
蓼沼　　馨（小俣）

第２７回　市民福祉大会
受賞おめでとうございます！　令和４年１２月１０日、足利市民プラザにて第２７回

市民福祉大会が開催され、優良老人クラブ３クラブ
と、老人クラブ育成功労者として１５名の方が受賞さ
れました。また、受賞者代表あいさつを彦谷老人クラ
ブ高松会会長の柏瀬四郎様（葉鹿）が務めました。

受賞者代表あいさつ
彦谷老人クラブ高松会　柏瀬会長
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毛野地区老人クラブ連合会

活動賞

松村　兵三（北郷）　
大塚　隆利（久野）

老人クラブ育成功労者

伊勢三寿会（東校）
わたらせクラブ（千歳）

優良老人クラブ表彰

加入促進運動優良クラブ

誠人会（三重）
板３さわやかクラブ（三和）
城山長寿会（小俣）

＜最優秀賞＞悠友クラブ（助戸）

広報紙コンクール優良老人クラブ

第３6回　栃木県老人クラブ大会

受賞おめでとうございます！

　令和４年９月１日、宇都宮市文化会館にて第
３６回栃木県老人クラブ大会が開催され、記念
式典と表彰式が行われました。足利市からは受
賞された１３名の方々が出席されました。表彰式
には広報紙コンクールにて最優秀賞を受賞した
悠友クラブ（助戸）の近藤正司会長がご登壇さ
れ、栃木県老人クラブ連合会より表彰状と記念
品が授与されました。

悠友クラブ　近藤会長
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●6/1　第１６回 足老連スポーツ交流大会　

＜大会結果＞

優　勝　助一明日香クラブ　（助戸）
準優勝　神明老人クラブ　　（梁田）
第３位　赤松２松寿会　　　（北郷）

優　勝　琴寄　時夫
　　　　（助一明日香クラブ/助戸）　　　
準優勝　福島　秀幸
　　　　（赤松２松寿会/北郷）　　　　　
第３位　籾山有司郎
　　　　（和楽友の会/北郷）　

優　勝　赤松クラブ　　　（北郷）
準優勝　丸山町友隣会A　（相生）
第３位　小俣境町寿クラブ（小俣）

優　勝　赤松クラブ　　（北郷）
準優勝　友和クラブ　　（毛野）
第３位　花水木友の会　（北郷）
第４位　山小路親友会　（毛野）
第５位　赤松２松寿会　（北郷）

優　勝　阿由葉正男
　　　　（山小路親友会/毛野）
準優勝　吉田　淳

す み こ
子

　　　　（旭寿会/東校）　　　　
第３位　新藤　浩子
　　　　（名草下町松寿会/名草）

参加者　５３チーム　２７９名

★足老連から４作品出展★

★３年ぶりの開催！★

●8/30～9/1　栃木県老連作品展

●9/1　栃木県老人クラブ大会

●4/28　定期総会

〇グラウンド・ゴルフ（団体）

〇グラウンド・ゴルフ（個人）

〇ペタンク

〇輪投げ（団体） 〇輪投げ（個人）

足老連2022の軌跡
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●12/25　TBSさんまのご長寿グランプリ2022出演
★名草地区  窪さん、毛野地区  風見さんがご出演されました★

●2/28　足老連役員＆
女性部合同研修会

●11/13　女性部消費生活展フリーマーケット
★売り上げの一部を足利市こども夢基金に寄付しました★

●12/10　市民福祉大会

●11/15～11/16　足老連作品展
★アピタ足利店にて初の開催★

●10/20　令和４年度 栃木県老連スポーツ大会

＜出場チーム＞

助一明日香クラブ　（助戸）
神明老人クラブ　　（梁田）

赤松クラブ　　　　（北郷）
丸山町友隣会Ａ　　（相生）

赤松クラブ　　（北郷）
友和クラブ　　（毛野）
花水木友の会　（北郷）
山小路親友会　（毛野）
赤松２松寿会　（北郷）

★グラウンド・ゴルフにて
助戸地区 中水幸一さんが
３位に入賞しました！
おめでとうございます★〇グラウンド・ゴルフ 〇輪投げ

〇ペタンク
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ク
ラ
ブ
紹
介

終
戦
の
日
に
思
い
を

走
ら
せ
て
！

買い物マルシェ開催

西
校
地
区　

緑
栄
ク
ラ
ブ

峰
岸　

ヨ
シ

毛野地区　川崎町曙クラブ
　清水　總子

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
夜
半
に
、警
戒

警
報
が
発
令
さ
れ
、家
を
守
る
父
を
残

し
母
、私
、弟
と
、北
の
田
ん
ぼ
の
山
影

に
、そ
っ
と
よ
り
そ
っ
て
い
る
時
、東
の
山

の
方
に
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
爆
撃
を
受

け
、轟
音
と
共
に
夜
空
が
花
火
の
様
な

空
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、８
歳
の
弟
が
母
と
私
に「
伏

せ
ろ
ー
」と
大
声
を
あ
げ
、自
分
の
体
で

庇
っ
て
く
れ
た
事
を
今
持
っ
て
忘
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。そ
の
日
に
は
、必
ず「
あ
り

が
と
う
」と
、話
し
ま
す
。

　

当
日
正
午
、天
皇
陛
下
の
戦
争
終
結

の
玉
音
放
送
が
あ
り
、ラ
ジ
オ
で
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

今
、令
和
の
時
代
に
大
変
な
ニ
ュ
ー
ス

の
日
々
、終
結
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　９月10日、会館前
広場にて市社協支
援のもと、クラブ主
催、自治会・育成会協
賛によるイベント「マ
ルシェ（市場）」を開
催しました。
　やまゆり学園、セブ
ンイレブン、よこまち
カフェが出店でした。
　役員は会場設営、
ゲームや参加賞品
準備、部員はポップ
コーン作りで汗だく
でした。
　広場はまるで縁日のよう、子どもをはじめ大勢の人が、マ
ルシェで買い物を楽しみ、久しぶりに賑やかな時を過ごせて
よかったです。

会員の絆　輪投げ大会

梁田地区　神明老人会
会長　関口　眞一

　11月15日に恒例の輪投げ大会を18名参
加で行いました。輪が入った時の快感と喜び
の歓声で大いに盛り上がりました。体力作りや
ストレス解消にも役立つと思います。休憩時
間になると、お茶やお菓子を食べながら歓談
で話がはずみ、時を忘れる様子で２時間経ち
ました。参加者が来年も是非に輪投げや他の
球技大会を行う様に要望が有りました。コロ
ナにかからない様に頑張っていきたいです。
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今
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

花壇

山
辺
地
区　

朝
倉
菊
第
一
ク
ラ
ブ

会
長　

小
菅
ク
ラ
子

山辺地区　西新井ひまわりクラブ　今泉　倆一

　

６
月
30
日
は
特
別
暑
い
日
を
予
想
し
て
ま
し
た
の

で
朝
７
時
よ
り
奉
仕
活
動
の
公
園
清
掃
を
し
ま
し

た
。
今
年
は
自
治
会
長
や
民
生
委
員
の
方
々
も
手

伝
っ
て
く
れ
て
参
加
し
て
来
ら
れ
た
全
員
の
人
に
感
謝

し
て
ま
す
。又
、10
月
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
感
染
対

策
を
取
っ
て
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
へ
花
見
に
会
員
21
名
の

参
加
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
少
し
ず
つ
活
動
を
増
や
し
て
皆

さ
ん
と
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　国道50号西新井町交差点北西部角に私達ひまわりクラ
ブの花壇が有ります（国道管理局よりの借用地）。
　発足当時は会員も多く、若かった、といっても老人会、大
勢で賑やかに田植え気分の様でしたが、年々老齢化には至
方無く最近では参加者も半減、それでも頑張って行き交う
人々やドライバーの方々になごんでもらってます。

奉仕活動を終えて
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私と元気アップ教室

北郷地区　和楽友の会
藤原　幸子

　私が「元気アップ教室」に入り早くも11年を過ぎていました。コロ
ナ禍の緊急事態宣言で何度も中止になってしまいました。家にいるこ
とが多くなり運動不足や会話不足になり気持ちもなんだか不安定に
なっていました。しかし、昨年の３月から教室が再開（感染対策をして）
し皆さんの元気な顔に逢いやっと日常が戻ってきたと感じました。
　コロナ感染者もなかなか減ってきませんが皆さんの顔を見て一緒
に体操し話をして笑顔で元気で頑張るぞ。

健
幸
で
長
寿
を
願
う

北
郷
地
区　

赤
松
２
松
寿
会

荻
原　

弘
之

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
週
に

２
回
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
地
区

大
会
で
も
常
に
上
位
の
成
績
を
収
め
、

競
技
大
会
で
の
適
度
の
緊
張
感
は
心
身

を
鍛
え
、日
々
の
活
動
の
支
え
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。ま
た
、仲
間
と

助
け
合
い
な
が
ら
の
練
習・競
技
も
安
ら

か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
上
達
し
よ
う
と
す
る
、自

分
に
対
す
る
挑
戦
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に「
健
幸
で
長
寿
」を
願
っ
て
い
ま
す
。

移
動
販
売
車
ぐ
る
り
ん
号
の
導
入

北
郷
地
区　

赤
松
ク
ラ
ブ　

会
長　

渡
辺　
　

進

　

日
本
の
高
齢
化
の
速
さ
は
欧

米
諸
国
の
倍
以
上
で
世
界
一

で
す
。赤
松
台
も
同
じ
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
は
進
み

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、ま
す

ま
す
厳
し
く
安
心
、安
全
は
不

透
明
の
一
途
で
す
。外
出
も
人

と
の
交
流
も
減
り
、健
康
二
次

被
害
も
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
豊
か
で
暮
し
や
す
い
地
域

実
現
の
為
、移
動
販
売
車
の
導

入
を
決
め
た
の
が
平
成
30
年
２

月
で
す
。
買
い
物
の
場
を
通
し

て
、ふ
れ
あ
い
あ
り
、楽
し
い
会

話
あ
り
と
予
想
外
の
展
開
が
あ

り
。
令
和
５
年
２
月
で
６
年
目

に
入
り
ま
す
。か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
時
間
、地
域
の
買
い

物
の
場
そ
し
て
仲
間
が
集
い
お

互
い
に
理
解
を
深
め
共
助
の
地

域
と
し
て
意
識
を
高
め
て
い
き

た
い
。

ぐるりん移動販売車 買い物シーン
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音楽療法

私
と
ラ
ジ
オ
体
操

親睦旅行に参加して
名草地区　名草下町松寿会

女性部長　新藤　浩子

葉
鹿
地
区

彦
谷
老
人
ク
ラ
ブ
高
松
会

会
長　

柏
瀬　

四
郎

名草地区　名草上町松寿会
会長　窪　銀三郎

　11月21日、地域包括センター「きた・なか」様に
お世話になり、講師石川豊子先生のご指導で「脳
トレ・認知予防」の活性化につき学びました。歌詞
集が配られ、若し頃の歌、懐しい演歌の歌詞順が
変えてあったり、抜けている「」内を思い出して歌っ
たり、ABに分かれ輪唱したり、頭を使いました。コ
ロナの為、大声を出す機会が無かったのですが、マ
スクをし、声を出し合いました。あっと言う間に楽し
い時間が過ぎ、久し振りに晴々しい気分でした。

　

私
は
毎
朝
、西
幸
楽
荘
で
ラ
ジ

オ
体
操
を
や
っ
て
い
ま
す
。西
幸
楽

荘
ま
で
は
歩
い
て
行
き
ま
す
。
往

復
で
４
キ
ロ
く
ら
い
あ
り
ま
す
。こ

れ
だ
け
で
は
１
万
歩
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
西
幸
楽
荘
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
も
２
～
３
周
歩
き
ま
す
。

ラ
ジ
オ
は
毎
朝
６
時
30
分
に
な
る

と
、自
動
的
に
タ
イ
マ
ー
で
放
送

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。毎

朝
20
人
く
ら
い
の
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。顔
な
じ
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。だ
か
ら
続
く
の
だ
と
思
い
ま

す
。ひ
と
り
で
は
あ
き
る
か
ら
続

か
な
い
も
の
で
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、以
前
と
ち
が
っ
て
か
ぜ
を
ひ
か

な
く
な
り
ま
し
た
。多
分
免
疫
力

が
向
上
し
て
い
る
た
め
と
思
い
ま

す
。ま
た
今
年
は
富
士
山
に
も
登

れ
ま
し
た
。86
歳
で
す
。ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
ラ
ジ
オ
体
操
は
お
す
す
め

で
す
。

　ふっと目が醒める、あれまだ暗い、そうだ今日は地区連
合会の日光湯西川温泉郷への親睦旅行だ。いつもなら布
団の中からなかなか出られず、孤独な一人暮らし、でも今
日はそうはいかない。
　定刻に集合出発、旅に対して見るとさすが高齢者向け
の旅程でゆるく、食事も大勢で食べるとうまい。宴会には
飲みものが入ると30歳、40歳昔に戻るらしく、それなりに
盛り上がり私ももとより皆様にも心の暖まる旅になったと
思います。

名草地区松寿会　湯西川温泉親睦旅行の皆さん
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ありがとう

小俣地区　小俣福寿会　
森田　嘉子

　大正、昭和、平成、令和と時代を生きぬき１０４歳で天国へ
旅立って行ったお母さん本当に天晴れです。
　ボケ防止のため色んな事に挑戦していく姿は素晴らしい
と思っていました。木目込人形、飾り雛、玖珠手毬、裏付きの
手提、巾着、一針、一針縫って完成させる。努力と根性のお
母さんその気持ちやっと解った気がしました。
　健康体操、コーラス、いつも手提と共に歩んでいます。

一期一会
小俣地区　小俣境町寿クラブ　会長　大西　二郎

　私は定年後横浜から足利市に田舎暮らしをするために移
住してきました。美しい川の流れ、緑豊かなこの地でお米や
小麦、野菜・果樹栽培をして「農ある生活」を楽しんでいまし
た。そんな中で地元の方が「老人会の運営を手伝ってほし
い、このままでは会がなくなってしまう」とのこと。それから
早や6年目を迎えますが、この間、老人会の行事や地域のお
祭りなどを通して人生の諸先輩方々に出会いそして楽しい
行事等を通して地域の方々とのつながりができてとても良
かったと思っています。これからも元気に楽しんでもらえる
老人会活動をしていきたいと考えています。

太鼓じょしの練習
小俣地区　小俣上町松寿会　太鼓じょしの会　会長　小堀　 令

　小俣上町松寿会の活動で令和3年4月、会長が代
わった直後の5月より会長の指導で“太鼓じょし”が始ま
り、月2回の練習です。初夏より炭坑節を歌に合わせた
たいて、その過程で踊りも始め秋の老人会の誕生会に
踊りました。太鼓をたたいて踊りに発展し、今後は何に
続くか。気楽に楽しくたたく、間をうまく取り、今迄の生
活になり感動を。また体にも良いので続けたいと。バチ
をにぎり、力を抜いて音を出し、楽器は良い。皆さんも
始めては!!
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助戸地区　悠友クラブ　田口千豆子
「庭に来た蝶」

山辺地区　朝倉菊第一クラブ　伊藤　房子
「木洩れ日」

北郷地区　赤松クラブ　小平　伸一
「薄

はくぼ

暮」
北郷地区　赤松2松寿会　福島　秀幸

「私の陶芸（花器）」

富田地区　寺岡町笑和会　山本　長衛
「航跡」

誌
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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大
正
町
正
寿
会
　
阿
部
　
光
恵

「
消
息
不
明
」

浮
遊
す
る
機
雷
を
避
け
て
進
み
行
く

　

引
揚
船
の
不
気
味
な
る
記
憶

老
い
ぼ
れ
ぬ
う
ち
に
会
い
た
き
友
の
居
て

　

消
息
不
明
の
ま
ま
に
過
ぎ
ゆ
く

大
正
町
正
寿
会
　
飯
塚
　
芳
子

車
窓
過
ぐ
夏
雲
や
お
ら
仁
王
立
ち

満
開
の
向
日
葵
確シ
カ

と
大
地
踏
む

大
正
町
正
寿
会
　
阿
部
　
幸
子

「
霜
焼
け
」

霜
焼
け
に
悩
み
し
頃
の
こ
い
ご
こ
ろ

お
日
様
に
深
く
一
礼
ふ
と
ん
干
す

本
城
一
丁
目
老
人
部
温
和
会　

荒
井
　
忠
秋

「
半
生
記
」

古
文
書
を
難
解
に
す
る
紙
魚
の
数

恋
文
は
鉛
筆
だ
っ
た
藁
半
紙

本
二
長
生
会
　
久
保
　
計
夫

「
短
歌
二
題
」

山
火
事
の
後
も
緑
は
蘇
る

　

吾
が
青
春
を
思
い
起
す
日

老
介
護
夫
に
付
き
添
い
入
所
す
る

　

幼
馴
染
の
別
れ
の
電
話

大
町
一
長
寿
会
　
五
十
嵐
敏
子

登
り
つ
め
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
富
士
嶺
を

　

見
晴
ら
す
岩
場
に
ひ
と
息
つ
き
ぬ

掴
ま
り
つつ
下
り
る
岩
場
に「
お
か
あ
さ
ん

　

頑
張
り
ま
す
ね
」と
待
ち
く
る
る
声

助
一
明
日
香
ク
ラ
ブ
　
飯
嶋
　
笑
子

「
愛
犬
」

愛
犬
の
あ
り
し
日
を
忍
び
娘
と
か
た
る

助
一
明
日
香
ク
ラ
ブ
　
半
田
　
セ
ツ

ひ
っ
そ
り
と
木
陰
で
咲
い
て
る
白
い
花

　

蛍
袋
に
我
が
身
を
移
す

助
一
明
日
香
ク
ラ
ブ
　
龍
造
寺
千
枝

「
万
里
の
長
城
」

思
い
出
す
昨
夜
の
雨
の
グ
ラ
ン
ド
コ
ー
ス

　

小
さ
い
ゴ
ミ
の
万
里
の
壁カ
ベ

を

「
初
秋
」

夏
か
ら
秋
日
の
出
お
そ
く
な
り
一
人
の
む

　

せ
ん
茶
の
湯
気
に
い
も
の
葉
の
つ
ゆ

助
一
明
日
香
ク
ラ
ブ
　
尾
身
　
嗣
子

寒
風
に
負
け
ず
に
走
る
園
児
達

　

林
檎
の
様
な
ほ
っぺ
頑
張
れ
！

「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」

青
空
と
赤
と
ん
ぼ
友
に
ボ
ー
ル
打
つ

助
一
明
日
香
ク
ラ
ブ
　
後
藤
　
文
江

「
病
」

癌
と
闘
か
い
早
や
一
年

日
々
の
痛
み
に
た
え
か
ね
て

琴
を
ひ
い
て
口
ず
さ
む千

寿
会
　
春
山
　
明
久

年
忘
れ
カ
ラ
オ
ケ
流
し
歌
い
込
む

冬
の
空
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
二
人
連
れ

悠
友
ク
ラ
ブ
　
近
藤
　
正
司

「
菊
作
り
」

反
省
し
反
省
し
て
も
ま
た
反
省

　

菊
と
いっ
し
ょ
に
来
年
ガ
ン
バ
ル

六
ヶ
月
蕾
が
や
っ
と
顔
を
出
し

　

う
ま
く
咲
い
て
と
み
ん
な
で
願
う

悠
友
ク
ラ
ブ
　
田
口
　
邦
二

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
記
事
見
て
親
交
の

　

方
が
いい
と
さ
わ
ぐ
孫

悠
友
ク
ラ
ブ
　
中
山
　
俊
彦

神
無
月
去
り
て
萬
よ
ろ
ずの
神
も
ど
り

穏
や
か
な
陽
の
影
長
き
小
春
か
な

悠
友
ク
ラ
ブ
　
斎
田
　
克
明

観
菊
の
来
客
に
は
抹
茶
立
て

親
子
ま
ご
手
に
泥
と
株
ビ
オ
ラ
植
え

助
戸
三
の
一
お
も
と
会
　
小
林
　
素
男

「
俳
句
四
季
」

花
い
か
だ
汐
路
は
る
け
き
ポ
ト
マ
ッ
ク

散
歩
道
マ
ス
ク
に
し
み
る
草
い
き
れ

地
に
あ
り
て
天
を
も
焦
が
す
草
も
み
じ

か
ら
っ
風
軒
の
だ
い
こ
ん
や
せ
細
る

大
沼
田
町
中
根
福
寿
会
　
土
屋
　
運
吉

北
風
が
吹
け
ば
今
年
も
つ
る
し
柿

里
山
の
色
づ
く
峰
と
朝
の
月

磯
入
白
寿
会
　
小
野
　
重
男

「
想
い
出
」

暗
い
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
明
る
い
光
の
中
に

私
は
生
れ
た

季
節
は
巡
り
幾
度
と

夢
路
を
た
ど
る

想
い
出
が
いっ
ぱ
い

朝
倉
菊
第
一
ク
ラ
ブ
　
山
崎
　
玉
江

花
な
く
て
赤
き
如じ
ょ
う
ろ

雨
露
や
冬
の
庭

紫あ
じ
さ
い

陽
花
や
三
年
の
の
ち
も
夢
と
居
る

柳
原
地
区

毛
野
地
区

助
戸
地
区

東
校
地
区

山
辺
地
区

文

芸
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東
山
寿
楽
ク
ラ
ブ
　
殿
岡
　
志
麻

「
秋
終
」

冬ふ
ゆ

ざ
れ
や
虫
の
抜ぬ
け
が
ら殻
風
に
と
ぶ

サ
ワ
サ
ワ
と
風
揺ゆ

る
か
す
や
紅も
み
じ
ま
う

葉
舞

柊
ひ
い
ら
ぎや
皆か
い
き
げ
っ
し
ょ
く

既
月
食
赤
い
月

蔦
ヶ
入
寿
ク
ラ
ブ
　
間
瀬
　
好
雄

コ
ロ
ナ
禍
で
気
力
低
下
も
チ
ラ
ホ
ラ
ト

秋
の
夕
ス
ズ
虫
コ
イ
シ
冬
近
し

蔦
ヶ
入
寿
ク
ラ
ブ
　
川
田
　
弥
子

過
去
を
読
む
両
手
に
余
る
な
ご
り
雪

目
が
違
う
セ
リ
フ
が
違
う
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

蔦
ヶ
入
寿
ク
ラ
ブ
　
齋
藤
由
美
子

「
秋
の
晴
れ
と
曇
り
の
日
」

手
を
合
わ
す
や
す
ら
ぎ
の
寺
床
も
み
じ

平
家
の
里
落
葉
舞
い
散
る
寂
し
さ
や

大
前
第
三
ク
ラ
ブ
　
髙
橋
音
二
郎

笑
種
蒔
い
て
明
日
へ
輪
が
伸
び
る

喜
寿
過
ぎ
て
奥
を
極
め
る
趣
味
の
道

鹿
島
福
寿
ク
ラ
ブ
　
根
岸
　
弘
子

決
勝
の
火
花
散
ら
し
た
大
舞
台

捨
て
た
は
ず
一
皮
む
け
た
故
郷
の
地

和
楽
友
の
会
　
宇
佐
美
ヒ
ロ

「
花
」

山
坂
を
越
え
れ
ば
遠
く
大
木
の

　

桜
が
見
ゆ
る
い
ざ
友
の
家
へ

名
は
長
い「
箱
根
山
椒
バ
ラ
」大
木
の

　

う
す
き
ピ
ン
ク
の
か
わ
い
花
よ

赤
松
2
松
寿
会
　
荻
原
百
合
江

小
春
日
に
紅
葉
の
風
頬
に
受
け

　

歓
喜
の
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

赤
松
2
松
寿
会
　
荻
原
　
弘
之

古
都
の
寺
連
理
の
枝
の
紅
葉
に

　

微
笑
み
返
す
老
い
た
る
二
人

赤
松
2
松
寿
会
　
尾
花
　
悦
子

「
の
ん
び
り
や
」

あ
で
や
か
に「
鷺
娘
」舞
ぶ
玉
三
郎

　

歌
も
は
や
し
も
情
じ
ょ
う
し
ょ
て
ん
め
ん

緒
纏
綿

「
野
の
花
」

先
の
世
の
誰た

が
た
ま
し
ひ
の
遊
ぶ
夜
ぞ

　

桜
咲
く
梢う
れ

月
下
に
揺
る
る

赤
松
2
松
寿
会
　
浅
沼
み
ち
子

「
鳶
」

空
高
し
鳶
な
く
声
た
か
ら
か
に

「
柿
」

柿
食
て
友
と
の
会
話
弾
む
な
り

「
ゴ
ル
フ
」

皆
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
元
気
よ
く

名
草
上
町
松
寿
会
　
岩
下
つ
や
子

英
女
王
の
葬
儀
テ
レ
ビ
に
涙
す
る

　

思
い
寄
す
る
は
あ
の
ダ
イ
ア
ナ
妃

秋
茗
荷
一
つ
み
つ
か
り
大
切
に

　

老
の
朝
餉
に
季
節
味
う

名
草
中
町
松
寿
会
　
飯
塚
　
忠
男

幼
子
の
麦
藁
帽
に
赤
ト
ン
ボ

思
い
出
の
秋
の
京
都
を
二
人
旅

名
草
下
町
松
寿
会
　
国
永
ひ
さ
こ

「
昔
ば
な
し
」

昔
噺
し
今
夜
は
ど
ん
な
噺
か
な

屏
風
の
虎
縛
る
一
休
さ
ん
の
智
慧

名
草
下
町
松
寿
会
　
小
林
倭
文
枝

散
る
こ
と
に
花
の
命
の
一
途
か
な

立
葵
堰
の
水
口
開
き
け
り

名
草
下
町
松
寿
会
　
佐
藤
あ
つ
子

お
は
な
し
の
続
き
を
想お
も

う
時
の
間ま

に

　

あ
の
世
に
行
き
た
し
お
は
な
し
の
ご
と

里
山
に
群
れ
て
飛
び
交か

う
あ
き
あ
か
ね

　

夕
日
を
受
け
て
光
り
輝
く

寺
岡
町
笑
和
会
　
牛
田
　
今
也

「
散
歩
」

散
歩
道
鼓
舞
す
る
ご
と
し
木
の
葉
舞
う

「
弟
の
死
」

久
方
に
独
立
独
歩
弟
は

　

終
の
ま
と
め
は
我
に
頼
ら
ん

寺
岡
町
笑
和
会
　
山
本
　
喜
夫

「
平
和
」

青
空
に
白
い
航
跡
ウ
ク
ラ
イ
ナ

　

願
い
は
ひ
と
つ
平
和
な
暮
ら
し

「
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
」

西
風
に
飛
ば
さ
れ
ボ
ー
ル
右
左

　
いつ
の
間
に
か
と
ホ
ー
ル
イ
ン
な
り

　

寺
岡
町
笑
和
会
　
長
　
裕
美
子

老
い
て
よ
り
仲
間
と
よ
べ
る
友
を
得
る

　

会
え
る
う
れ
し
さ
話
す
楽
し
さ

朝
露
の
つ
ま
先
ぬ
ら
す
草
紅
葉

　

中
休
み
終
え
て
さ
あ
2
ラ
ウ
ン
ド

奥
戸
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
小
林
　
輝
子

水
牛
に
引
か
れ
秋
め
く
島
め
ぐ
り

秋
晴
れ
や
式
典
お
ご
そ
か
両
陛
下

奥
戸
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
中
嶋
よ
し
子

そ
よ
ぐ
風
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
子
等
の
声

稲
穂
波
冨
士
の
頂
き
白
く
な
り

三
重
地
区

山
前
地
区

北
郷
地
区

名
草
地
区

富
田
地
区

13



松
寿
会
　
寺
崎
　
員
代

白
鳥
の
飛
び
立
つ
羽
音
力
あ
り

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
芝
生
に
夏
の
蝶
来
た
る

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
菊
池
　
弘
市

寒か
ん
あ
お
い
葵（
山
野
草
類
）葉
芸
地
模
様
三
ツ
葉
紋

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
河
内
　
敏
男

紅
葉
と
似
て
い
る
今
の
こ
の
人
生

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
河
内
　
　
智

久
び
さ
の
友
と
野
の
道
秋
う
ら
ゝ

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
村
松
百
合
子

「
野
菜
作
り
」

野
菜
た
ち
手
間
か
け
た
分
良
く
育
ち

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
田
部
田
ト
ミ

孫
が
来
て
庭
の
柿
と
り
大
喜
び

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
川
岸
八
重
子

「
法
務
大
臣
ハ
ン
を
押
す
」

大
臣
の
驕

お
ご
り

り
発
言
命
と
り

「
足
利
近
代
化
遺
産
巡
り
」

い
に
し
え
の（
古
い
）栄え
い
が華
引
き
継
ぎ
今
も
活い

き

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
石
井
ツ
ネ
子

「
日
頃
の
輪
投
げ
練
習
風
景
」

秋
日
和
窓
か
ら
さ
し
こ
む
眩
し
さ
に

　

一
生
懸
命
輪
投
げ
す
る
額
に
う
っ
す
ら
汗
に
じ
む

今
日
も
又
投
げ
終
っ
た
あ
と
の
一
服
に

　

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
昔
の
話
の
は
な（
華
）が
さ
く

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
民
子

敬
老
の
日
孫
と
語
ら
い
ラ
ン
チ
す
る

花
つ
み
て
墓
前
に
そ
な
え
鰯
雲

葉
鹿
下
町
老
人
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
完
一

「
輪
投
げ
」

八
十
の
ジ
ジ
バ
バ
競き
そ

う
輪
投
げ
か
な

投
げ
た
輪
の
行
き
先
見
つ
め
胸
お
ど
る

小
俣
境
町
寿
ク
ラ
ブ
　
富
張
　
玲
子

降
り
か
さ
む
落
葉
ふ
み
行
く
裏
山
に

　

群
れ
咲
く
野
菊
わ
れ
を
待
ち
を
り

紅
葉
の
谿
に
見
と
る
る
ゴ
ン
ド
ラ
の

　

風
に
煽あ
お

ら
れ
コ
ト
リ
と
揺
る
る

小
俣
境
町
寿
ク
ラ
ブ
　
和
田
美
恵
子

何
す
る
も
息
ぎ
れ
は
げ
し
ど
こ
に
で
も

　

腰
お
ろ
し
た
し
終
り
近
き
か

心
身
の
お
と
ろ
え
ゆ
く
を
感
じ
居
り

　

百
を
過
ぎ
た
る
わ
が
生
き
る
日
々

小
俣
境
町
寿
ク
ラ
ブ
　
岡
部
　
徳
子

紫
陽
花
の
深
ま
る
藍
に
雨
降
る
と

　

見
つ
め
し
亡は

は母
の
姿
浮
び
ぬ

舗
装
路
の
隙
間
に
咲
け
る
蒲た
ん
ぽ
ぽ

公
英
を

　

避
け
て
駆
け
行
く
下
校
の
ふ
た
り

鶴
寿
会
　
菊
地
　
順
子

糠
漬
け
の
香
り
が
鼻
に
母
を
見
る

底
無
し
に
明
る
い
彼
は
心こ
こ
ろ
つ
え

杖

小
俣
福
寿
会
　
岡
部
　
德
子

早
春
の
光
は
な
て
る
椿
の
葉

　

深
き
緑
は
つ
ぼ
み
お
お
え
り

夢
う
つつ
に
人
の
訪
う
心
地
し
て

　

ゆ
る
る
雨
戸
を
確
む
る
夜
半

吉
田
町
む
つ
み
会
　
清
水
　
　
榮

八
十
路
過
ぎ
惚
け
る
と
惚
れ
る
つ
く
づ
く
と

　

漢
字
の
不
思
議
な
る
ほ
ど
で
す
ね

葉
鹿
地
区

小
俣
地
区

筑
波
地
区
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今
年
度
も
ま
た
、コ
ロ
ナ
に
悩
ま
さ
れ
た

一
年
で
終
わ
る
よ
う
で
す
。し
か
し
、足
老

連
と
し
て
は
、計
画
し
た
事
業
に
つ
い
て
実

施
ま
た
は
参
加
を
し
て
、そ
の
中
で
会
員
の

頑
張
り
が
大
い
に
現
れ
た
一
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

足
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
３
年
ぶ
り
に

開
催
で
き
、多
く
の
会
員
が
健
闘
し
ま
し

た
。県
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、助
戸
仲

町
の「
悠
友
ク
ラ
ブ
」が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。県
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
個
人
で
助
一
明
日
香

ク
ラ
ブ
の
中
水
幸
一
さ
ん
が
第
３
位
と
優

秀
な
成
績
を
挙
げ
ま
し
た
。足
老
連
作
品

展
に
は
77
点
の
出
品
が
あ
り
、多
数
の
来

観
者
が
あ
り
ま
し
た
。女
性
部
は
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
、売
上
金
の
中
か
ら

３
万
円
を
足
利
市
こ
ど
も
夢
基
金
に
寄
付

を
し
ま
し
た
。

　

広
報
部
と
し
て
は
、足
老
連
会
報
の
愛

称
募
集
を
行
い
、32
点
の
応
募
の
中
か
ら

「
お
り
ひ
め
」が
愛
称
と
し
て
選
ば
れ
、今

回
の
会
報
か
ら
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。会

報
の「
顔
」も「
内
容
」も
素
晴
ら
し
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま
っ
て

活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

広
報
部
長　

松
村　

兵
三

人身事故 ２９０件（前年比 －１９件）
負傷者数 ３３６人（前年比 －３１件）
死者数 １人（前年比 ±０件）

○夕方や夜間は、明るい服装をして必ずライトや反射材を活用する。
○横断するときは、横断歩道を横断する。安全確認も忘れない。

○横断歩道は歩行者優先。
○慣れた道、近所の道も慎重に。
○今と若い時の運転技術を比べてみましょう。
○運転に自信がなくなった時には、免許の自主返納を検討する。

１.令和４年中の足利市内の交通事故発生状況

２.交通事故に遭わないために…
（１）自転車や歩いている時は、

（２）車を運転する時は、

反射材を着用して事故を防ぎましょう。

免許の自主返納を検討しましょう。

足 利 警 察 署 からの
お知らせ
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ボッチャ《２セット》

トレーニング用ラダー
《２セット》

トリコロキューブ
《２セット》

どっとボールセット
《１セット》

どこでもボウリング
《１セット》

ディスカスボード
《１セット》

公式ワナゲ
《２セット》

バッゴーセット
《２セット》

ボッチャ
《２セット》

マインディスティック
カーリング《１セット》

【貸出対象者】

【問い合わせ】

〇市内に所在する障がい者団体
〇市内老人クラブ
〇市内のふれあい・いきいきサロン
〇地区社会福祉協議会　他

足利市社会福祉協議会
電話：０２８４－４４－０３２２

③利用・返却
器具の利用及び
返却は社協まで
ご来所ください。

②借用申請書の提出　原則、貸出日の１週間前までに
申請書をご提出ください。

①予約　利用したい日に器具が空いているか確認し、
予約してください。貸出期間は、最長１週間です。

【利用の流れ】

屋内用ソフト球
(ペタンク)《４セット》

屋内用紅白玉入れ
《１セット》

スカットボールセット
《１セット》

スウィングトスゲーム
《１セット》

マグネットダーツ
《２箱（２セット入り）》

屋内用ゲートボール
《１セット》

ボールゲームターゲット２
《１セット》

スポーツガラッキー
《１セット》

ビーンボウリング
《１セット》

ニュースポーツ器具を
無料貸出しています

ご利用

くださ
い!

　このたびは、広報誌に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうございます。本誌は誌面を通じて会
員の交流・情報交換はもとより、地域の皆様に老人クラブの活動をご理解いただき、一層の交流の輪を広げるため発行するものでございます。
以上の趣旨をご理解いただき、引き続き広告掲載のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 【足利市老人クラブ連合会】

ご協賛いただいた皆様への御礼

私たちは足利市老人クラブ連合会の活動を応援しています


